
報道資料                       彦根市                               

                             Hikone City 

 

 

令和 5年（2023年）12月 7日 

 

特別陳列「3 世紀の靫（ゆき） 稲部遺跡出土の矢入れ具」

について  

 

彦根市稲部遺跡で出土した古墳時代初頭（紀元 3 世紀中頃・約 1,800 年前）の「靫（ゆ

き）」と呼ばれる矢入れ具が、滋賀県立安土城考古博物館（近江八幡市下豊浦 6678）にお

いて展示公開中です。    

 稲部遺跡で出土した靫は、2 本の横帯部分などが残った状態で、集落遺跡の導水施設とみ

られる溝で長大な板などと出土しており、国内最古級の資料となります。この靫は、古墳時代

前期の古墳に副葬された例より古く、靫の製作と使用が始まった様子、古墳時代初頭の社会、

紡織技術を知るうえで重要な資料です。 

 

１ 会 期 令和 5 年 11月 22 日（水）～令和 6 年 1 月 14 日（日） 

      ※年末年始 12 月 28 日（木）～1 月 4 日（木）は休館 

２ 会 場 滋賀県立安土城考古博物館 望楼下 

３ 開館時間 9 時～17 時（入館は 16 時 30 分まで） 

４ 休館日 月曜日 ※月曜日が祝日の場合は、翌日休館 

５ 入館料 大人 500 円（400 円）、高校生及び大学生 320 円（260 円）  

※（ ）は 20 人以上の団体料金です。信長の館との共通券 大人 900 円、高校生及び

大学生 510 円 

６ 展示資料 靫 1 件（稲部遺跡出土・彦根市所蔵） 

７ 関連行事 ≪特別陳列関連講座≫「3 世紀の靫 彦根市稲部遺跡出土の矢入れ具」 

        講師：戸塚 洋輔（彦根市観光文化戦略部文化財課） 

        日時：令和 5 年 12 月 9 日（土）13時 30 分～15 時 

        会場：滋賀県立安土城考古博物館セミナールーム 

        参加費：300 円（資料代）   

        定員：100 名 

        ※申込：往復はがきによる事前申込制。定員に達し次第、受付終了。講座のお

問い合わせは滋賀県立安土城考古博物館（TEL0748-46-2424）まで。 

 お問い合わせ先 

観光文化戦略部文化財課 

文化財係 担当：戸塚・林 

電話：０７４９－２６－５８３３ 

FAX：０７４９－２６－５８９９ 

E－mail：bunkazai@mx.hikone.ed.jp 

 



■織物組織の観察■整理作業
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ゆき

３世紀の敬
稲部遺跡出土の矢入れ具

・すむ骨こも、ユー燃ｒ舜ず‘ 議 せ増ぼれ巨譲《二，ｇ１エー』穿認識ｒｈぞぎば封じ『ぼキ島回に覆お？轄≧

はじめに

　　　　　　　　　　　

いなべ

滋賀県彦根市稲部遺跡で出土した古墳時代初頭（３世紀中頃）の帯状の漆塗繊維製品は、絹糸と植物繊維によ

　

あやおりもの
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ゆき

る綾織物で、 黒漆が塗られています。 その特徴から、 この時代では希少な叡と呼ばれる武具である可能性の高い

ことがわかりました。織組織と形態から復原検討を行うと、箱状の矢筒部に巻かれた横帯の部分であると推定さ

れます。

　

基礎的な記録として、 実測図を作成し、 写真を撮影しますが、 あわせてＲＴＩ画像 （Ｒｅｎｅ（ｔａｎ（ｅＴｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｌｍａ９ｉｎ９） を作成しました。ＲＴＩ画像では、 漆塗繊維製品に任意方向の光線を照射することで、 陰影をシミュレ

ーソヨンし、 繊維の撚りや織目、 微細な形状をわかりやすく観察・記録することができます。
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現場から取り上げた漆塗繊維製品はとても脆い

ので、 壊れないように、 面相筆で注意深く土を

取り除いていきます。 現場ではよく見えていなか

った漆の光沢、 織物の組織と綾杉文様が見えて

きます。

■顕微鏡による観察
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１号横帯上層外面の組織模式図

　　　　　　

作成

　

公益財団法人元興寺文化財研究所

　　

※模式図の色は糸の色を示すものではありません。あやおり
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よこいと
織物の組織は主に綾織と呼ばれる織り方で、 経糸の動きは緯糸２越

１沈となります。右上がり斜文と右下がり斜文を組み合わせて羅彩文様
を織り出しています。 さらに、 中心に植物の茎を芯とし、 それに絹糸を

巻き付け、 漆を塗った２条の突帯が縫い付けられています。

２号横帯上層外面の突帯部

　　

２号横帯上層突帯部の横断面

　　

２号横帯上層突帯部の横断面

　　

２号横帯上層突帯部の縦断面
※バーの長さは「ｏｏｏ仏ｍ（ｌｍｍ）

　　

※バーの長さは２００仏ｍ（０．２ｍｍ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

撮影

　

公益財団法人元興寺文化財研究所
生物顕微鏡と金属顕微鏡による観察では、 漆塗繊維製品の構造と材料を知ることができました。 経糸は絹を撚って約５００～６００仏ｍの太さに

したものを糸として使っています。 織物の上の経糸に平行する突帯部は、 横断面の観察から直径２２０～３００仏ｍ中空の芯の周りに漆塗繊維製品

の経糸と同じ絹糸を巻きつけた構造であることが推定できます。 なお、 芯の周りに巻き付けられた絹糸は、 直径約２００仏ｍの糸を使っています。
縦断面の観察によると、 芯となっているのは植物の茎の可能性が高いと推測されます。 一方、 緯糸の横断面の観察では、 緯糸は植物性の繊維であ

る可能性が高いことが推測されました。 さらに、 突帯部の繊維の上に５０～３００仏ｍの黒色物質を混ぜた漆が一層塗られ、 突帯部以外の部分で

も複数の漆の層が観察されています。
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驚繋留薯喜憂塁審誉れ鑓驚く驚喜誓書豊麗駕尋たｒ曹喜憂
を通

蜘と使用方法

　　　

燕鞭
霜冨れ泰豊富議題畜繁美妾の誓勝島。豊麗豊麗の欝積酪農

漆塗繊維製品が 蹴 考えられる根拠の１つが、紐通しの存在ですｏ古墳

盤鄭

　

灘 …鰻

に副葬された「号・２号戦などは、 横帯と矢筒部に稲部遺跡で出土した戟と同様

な綾杉文様の織目と突帯を持つことから、 デザインに共通点が認められます。

　　

▲２号横帯下層外面の紐通し
■おわりに
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です。 古墳に副葬された他の鞍を理解するための重要な情報を教えてくれるとともに、 日本列島における鞍の出現につ

いて、 材質、 組織、 織成技術、 加工方法、 構造から考えるための大きな手がかりが得られたといえるでしょう。
３世紀の拠点集落と考えられる稲部遺跡において、 戟が出土した意味や背景について今後も検討を進めていきます。
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３世紀の較

稲部遺跡出土の矢入れ具

２０２３年 （令和５年）３月発行

編集・発行

　

彦根市文化財課

〒５２２一８５０１

　

滋賀県彦根市元町４番２号

Ｔｅｌ：０７４９－‐２６一５８３３

Ｆａｘ：０７４９一２６－５８９９

Ｅ‐ｍａｉ１：ｂｕｎｋａｚａｉ＠ｍｘ．ｈｉｋｏｎｅ，ｅｄ．ｉｐ

　　　　　　　　　

Ｏ

　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　



′
．

　　　　　　　　　　　　　　

■

小口

縦１９．５ｃｍ、

縦１８．７ｃｍ、

１号横帯下層外面
横４．８５ｃｍ
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１号横帯上層外面

側面

１号横帯下層内面

　

「号横帯（左）と２号横帯（右） 実寸大
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２号横帯下層外面
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２号横帯上層外面

※「上層」 は出土した時の上面、「下層」 は出土した時の下面を指します。


